
大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：熊切直美） は、11月6日・グランドプリンスホテル新高輪、12

月12日・神戸ポートピアホテルにて、「第4回大東建託外国人技能実習生交流会」を開催しました。

当社では、2014年3月より「外国人技能実習制度」を介して、公益財団法人国際人材育成機構とともに、ベトナム人技

能実習生向けの建築技能実習や受け入れに向けた支援を行っています。本交流会は、ベトナム政府をはじめ、実習生

および受け入れ企業との連携を強化する目的で東京・神戸の2会場で開催しており、第4回となる今回は、受入企業123

社、実習生318名が参加しました。

2019年3月からは、新たにインドネシア人技能実習生の受け入れ支援も開始する予定です。

■当日の様子

12月12日／西日本会場・神戸ポートピアホテル
（技能実習生：172名／受入企業：67社）

11月6日／東日本会場・グランドプリンスホテル新高輪
（技能実習生：146名／受入企業：56社）

【来賓スピーチ】
ベトナム社会主義共和国大使
館 労働管理部 参事官部長
ファン・ティエン・ホアン氏
（ 11月6日、東京会場）

【来賓スピーチ】
公益財団法人
国際人材育成機構 会長
栁澤 共榮氏

【感謝状贈呈式】
当社の支援活動が評価され、ベトナム労
働・傷病兵・社会大臣代行 国際協力局長
グエン マイン クオン様より感謝状が贈呈さ
れました／左：熊切社長、右：ファン・ティエ
ン・ホアン氏（11月6日、東京会場にて）

■外国人技能実習生の受け入れ支援実績

【交流会の様子】
実習生参加型のレクリエーションの他、
実習終了者スピーチや日本語検定
合格者等の表彰が行なわれました。
スピーチでは、先輩実習生から後輩
実習生へのエールが送られました。

ベトナムからの技能実習生、計３１８名が参加

「第４回 大東建託 外国人技能実習生交流会」を２会場で開催
２０１９年３月から、インドネシア人技能実習生の受け入れ支援も開始

２０１８年１２月２６日報道関係者各位
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これまで受け入れを支援したベトナム人実習生は、

累計560名※1で、内418名※1が現在も国内で実

習中です。受け入れ先企業は累計154社※1となり、

約5割が複数回の受け入れ実績があります。
※1 2018年12月25日時点

○3年実習終了者 ：100名(１期生～5期生)

現在までに確定している進路は、以下の通りです。

○実習延長者 ：16名

○実習延長待機者 ：22名

○帰国者 ：62名

（帰国後の就職先・・・決定済：約3割／未決定：約7割）

実習生の進路について



■実習生と受入企業を共に支援する充実したサポート体制

当社では、実習生だけでなく、受け入れ企業も含めたサポートを行なっています。

実習生には、受け入れ企業で少しでも早く、より安全に、実践的な技術・技能等を習得できるよう、受け入れ前

からベトナムへ教育スタッフを派遣し、大東建託オリジナル建築技能実習を実施しています。受け入れ後も、住

宅支援や工具支援、安全教育研修の実施、そしてメンタル面でのサポートを行なっています。2019年1月からは、

日本語教育ツール（eラーニング）の提供も開始します。

受け入れ企業には、全国22会場で開催した「技能実習生安全教育研修」に一緒に参加してもらい、実習生との

コミュニケーションの重要性を伝えるとともに、同じように実習生を受け入れている企業との交流の場を設け、

様々な情報交換ができる機会を創出しています。

東京（東日本会場） 神戸（西日本会場）

日時 2018年11月6日（火） 12:00～15:00 2018年12月12日（水） 12：00～15:00

会場 グランドプリンスホテル新高輪 神戸ポートピアホテル

参加者

• ベトナム人技能実習生（1～15期、東日本会場：172名／西日本会場：146名）

• ベトナム社会主義共和国大使館

• 日本での受け入れ企業（東日本会場：56社／西日本会場：67社）

• 公益財団法人 国際人材育成機構

• ベトナムでの技能教育スタッフ

• 大東建託株式会社

■開催概要

＜本件に関するお問い合わせ＞

大東建託株式会社 広報部 広報ＣＳＲ課 ＴＥＬ：03-6718-9174

大東建託オリジナル建築技能実習

座学と実技からなるベトナムでの実習。実技

では、電動工具の使用訓練のほか、実物大

2×4工法建物の施工などを行ないます。

建築技能検定試験の資格取得支援

通常3年の実習期間の延長（5年）希望者に、

延長申請条件となる建築技能検定の取得

支援をしています。

安全教育アプリ「建設版ハザードタッチ」

危険予知トレーニングを目的に、今年度より

建設作業員向けの安全教育アプリ（ベトナム

語版）を研修に導入しています。

VRを活用した危険行動の疑似体験

墜転落、工具災害、重機災害といった危険

を擬似体験することで、危険予知能力の向

上を目指しています。

受け入れ企業向け研修

受け入れ企業間交流により、各社の好事例や

課題を共有できる場を設けています。

住宅支援と工具支援

実習にあたり、必須となる住まいと工具を支援

するため、実習生の宿舎家賃の半額を3年間

支給するとともに、電動工具を支給しています。

（工具イメージ）

3年間
50％支給


